
項 ⽬ 内 容

名称 ノコギリヤシ、ソウパルメット、ノコギリパルメット [英]Saw palmetto、Sabal  

palm [ 学 名 ]Serenoa serrulata (Michx.) G.Nichols 、 Serenoa serrulata  

(Michx.) Nutt. Ex Schult. Et Schult.、Serenoa repens (W.Bartram) Small.

概要 ノコギリヤシは、⼤⻄洋岸平野からメキシコ湾岸定置に分布する、常緑樹であり、

中国語名は「棕櫚⼦」である。果実、種⼦、新芽が⾷⽤とされ、果汁を炭酸飲料と

して⾷してきた。薬⽤部位は果実で、泌尿器疾病や強壮、利尿に効果があるとされ

てきた。

法規・制度 ■⾷薬区分

・果実︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

■海外情報

・ドイツのコミッションE (ドイツの薬⽤植物の評価委員会) では、メディカルハー

ブに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・緑⾊精油、不揮発精油、ラウリン酸・リノール酸・オレイン酸などの脂肪酸類、

ステロイドサポニン、樹脂、タンニン。成分は、遊離脂肪酸 (oleic acid、lauric  

acid、myristic acid、lonoleic acid、palmitic acid、stearic acid、caproic acid、



caprylic acid、palmitoic acid、linoleic acid、arachidic acid) 、脂肪酸のステロ

ールエステル (β-sitosterol、stigmasterol、campesterol) であり、流通品規格は

脂肪酸含量85〜95％とされる (PMID:11744467) 。

・果実は144の⽔蒸気揮発性成分を含み、40.4％はラウリル酸であった

(PMID:19140098) 。

分析法 ・ノコギリヤシ中のアルコール、ステロール類を、ES-MS法にて分析した報告があ

る (PMID:9569764) 。

・果実から⽔蒸気蒸留によって得られた成分をGC-MS法によって分析した報告があ

る (PMID:19140098) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 メタ分析

・2012年までを対象に11個のデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照試

験32報 (検索条件︓期間≧4週間) について検討したメタ分析において、良性前⽴腺

肥⼤症の男性によるノコギリヤシ果実の摂取は、夜間の頻尿の低下 (9報) 、患者の

⾃⼰評価による症状の改善 (4報) に関連が認められたが、ばらつきが⼤きかった。

⼀⽅、最⼤尿流量 (6報) 、⽶国泌尿器科学会の症状スコア (2報) 、医師による症状

改善の評価 (2報) 、前⽴腺の⼤きさ (2報) に関連は認められなかった

(PMID:23235581) 。

RCT

・良性前⽴腺肥⼤症の男性225⼈ (試験群112⼈、62.9±8.0歳、アメリカ) を対象

とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノコギリヤシ抽出物160  

mg×2回/⽇を1年間摂取させたところ、⽶国泌尿器科学会症状スコア、最⼤尿流量

率、前⽴腺の⼤きさ、排尿後の残尿量、QOL (BPH Impact Index、SF-36) 、性機

能、⾎中前⽴腺特異抗体に影響は認められなかった (PMID:16467543) 。

・中等度から重度の良性前⽴腺過形成の男性225名 （50歳以上、試験群112名、ア

メリカ） を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノコギリヤシ

果実抽出物160 mg×2回/⽇を1年間摂取させたところ、性機能、⾎中前⽴腺特異抗

原に影響は認められなかった (PMID:18534327) 。

・良性前⽴腺肥⼤症の男性357名 (試験群176名、平均61.25±8.72歳、アメリカ)  

を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノコギリヤシ果実抽出

物320 mg/⽇、640 mg/⽇、960 mg/⽇を各24週間ずつ (全72週間) 摂取させた

ところ、⽶国泌尿器科学会症状スコア、前⽴腺症状評価 (BPH Impact Index、

IPSS) 、夜間頻尿、最⼤尿流量率、排尿後残尿量、⾎中前⽴腺特異抗原 (PSA) 、性

機能、尿失禁、睡眠の質に影響は認められなかった (PMID:21954478) 。

・良性前⽴腺肥⼤症の男性325名 (試験群159名、平均61.47±5.20歳、中国) を対

象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノコギリヤシ抽出物320  

mg/⽇を24週間摂取させたところ、摂取後24週間までの前⽴腺症状評価 (IPSS) ス

コア、最⼤尿流量の増加が認められた。⼀⽅、前⽴腺の⼤きさ、性機能評価に影響

は認められず、排尿後尿残量の増加が認められた (PMID:30880074) 。

・良性前⽴腺肥⼤症の男性93名 (試験群46名、平均62.1±1.2歳、中国) を対象と

した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノコギリヤシ抽出物320 mg/⽇

を12週間摂取させたところ、前⽴腺症状評価 (IPSS) スコア、QOL、最⼤尿流量

率、性機能評価に影響は認められなかった (PMID:12887481) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11744467&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=19140098&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=9569764&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=19140098&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=23235581&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16467543&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18534327&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21954478&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=30880074&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=12887481&dopt=Abstract


・健康な成⼈男性40名 (試験群20名、平均52.4±6.3歳、⽇本) を対象とした⼆重

盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノコギリヤシ果実抽出物320 mg/⽇を12

週間摂取させたところ、前⽴腺症状評価 (IPSS (総合スコア、QOLスコア)) 、尿失

禁QOL (KHO) 、過活動膀胱評価 (OABSS) に影響は認められなかった

(2019286849) 。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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